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新年あけましておめでとうございます。本年
もどうぞよろしくお願いいたします。
二学期後半のスタートである今朝、子どもた

ちは、歩道に積もった雪を踏みしめながら、み
んな元気に登校し、「楽しい冬休みだった～」

とか「たくさん遊んで、あっと言う間だった～」などと、口々に感想を話してくれまし
た。中には、「初めて夜中に初詣に行ってきた～」や「初めて杵と臼で餅つきした～」
という新体験や、「お年玉が新記録～！」という羨ましいお話もあり、お正月を満喫で
きたようでした。笑顔いっぱいの子どもたちと再会できて、とても嬉しく思いました。
さて、１月からの二学期後半は、今年度の締めくくりの学習期間となります。全校の

集いでは、今の学年で身に付けるべき学習の能力とともに、よく考え、適切に判断し、
良い行動をするという三つの心の能力もしっかり修得しようというお話をしました。児
童の皆さんの頑張りを期待したいと思います。保護者の皆様には、お子様への励ましと
見守りを、そして、「よく頑張ったね！」の声掛けを、引き続きお願いいたします。
２０２４年の干支は「甲辰（きのえたつ）」です。「甲」は物事の始まりを意味してい

て、「辰」は生物が伸長し活気にあふれている様子を表すのだそうです。私たち女鹿沢
小学校も、更なる成長・発展を目指して取組の充実を図るとともに、新たなことにもど
んどん挑戦し、活気あふれる躍動の年になるよう努力していきたいと思います。あらた
めて、保護者並びに地域の皆様のご支援とご協力を、よろしくお願い申し上げます。

ある教育資料に、子育ての参考にな
る記事があったので紹介します。

私たちは、一つの口と二つの耳をもっています。口は、食物を食べる以外
に「話す」という役割を担っています。耳では、人の話や音楽など、様々な
音を聴くことができます。いずれも、人が言語活動を展開するための重要な
器官です。これらに障害をもつ人には、配慮のある対応が求められることは
言うまでもありません。
では、なぜ、口は一つで、耳は二つなのでしょうか。ある人からうかがっ

たことですが、口よりも耳の方が多いのは、人に話をすることよりも、人の
話を聴くことを大切にしなさいという意味があるからなのだそうです。科学
的根拠は全くありませんが、なるほどと、どこかわかるような気がします。
私たちは、どうしても自分の主張を先に言おうとする傾向があります。主

張することはとても大事ですが、それと同時に、あるいはそれ以上に、相手
の言い分をじっくり聴くことが大切です。これは、相手を理解し、その人の
願いや悩みに合致した応答をして解決に導くためです。
この原則は、子育ての中の子どもに対しても言えます。親として子どもの

言い分をまずじっくり聴いて、受けとめてやります。所謂「聞き上手」とか
「聞く耳をもつ」などと言います。聴くことは、大切な情報収集であり子ど
もを理解することに繋がります。子どもは、聴いてもらえて安心します。
子どもの言い分を二つの耳でじっくり聴き取り、その上で伝えるべきこと

を一つの口で話して適切に伝えます。聴くこと、話すことは、親にとっても
教師にとっても、子どもの成長に直接かかわる重要な言語活動です。

～ぶんけい「教育ほっとにゅーす」かわら版より～



日 曜 １月の行事予定

15 月 冬休み明け全校の集い（給食あり５時間学習）

16 火

17 水 学力検査１日目

18 木 学力検査２日目 委員会活動

19 金 避難訓練

20 土

21 日

22 月 ６年キャリア講演会（浪岡体育館）

23 火 児童集会（リーダー会議報告）

24 水 スクールカウンセラー来校

25 木 いじめ防止集会

26 金

27 土 浪岡中入学説明会

28 日

29 月

30 火 音楽集会

31 水 諸費引落日

日 曜 ２月の行事予定

 1 木 委員会組織会

2 金 発育測定

3 土

4 日

5 月

6 火 入学説明会　

7 水 代表委員会　スクールカウンセラー来校

8 木

9 金 雪上運動会（１・２年）

10 土

11 日 建国記念の日

12 月 振替休日

13 火 児童集会（委員会報告会・引継ぎ式）

14 水

15 木 スキー教室（３～６年）

16 金

17 土

18 日

19 月

20 火 音楽集会

21 水

22 木 委員会活動

23 金 天皇誕生日

24 土

25 日

26 月

27 火 学習参観日（５時間学習）

28 水 諸費引落日

29 木

冬休み明け全校の集い

今年は元日から大きな災害が続き、世の中はどこと

なく暗いスタートと なってしまいました。被災した県に家

族やお友達が住まわれていたという方は、大変心配さ

れたと思います。

「防災教育」は「命を守る学習」です。あの東日本大震

災から１０年以上が過ぎましたが、子どもたちは将来、

どのような災害に遭遇するかわかりません。

９月に消防署の方の協力のもと、煙体験を伴った避

難訓練を行いました。今回も消防署の方をお招きし、訓

練後「火災から命を守る」というテーマで講話をいただ

きます。 命を守るためにどのようなことに気を付け、ど

のような行動を取ればいいのか、しっかり考えさせる機

会としたいと思います。

２月１５日（木）には３～６年生のスキー教室が青森スプ

リングリゾートで行われます。ボランティアにご協力くださ

る皆様、大変ありがとうございます。ですが、まだ若干指

導者の数が不足しております。そこで、ボランティアを再

募集します。後日、再募集のお手紙を

配付予定ですので、ご協力くださる方は

用紙の提出をよろしくおねがいします。

第２回小中連携リーダー会議

第２回小中連携リーダー会議が１２日（金）に行われまし

た。夏休み中の１回目に続く、リモート開催です。女鹿沢

小からは５・６年４名が参加し、浪岡中生徒会の司会に

従って言葉づかいやいじめ防止などの取組についての成

果と課題について発表しました。他校の取組も参考にしな

がら、これからの女鹿沢小の取組について考える良い機

会となりました。

＜19日は避難訓練です＞

今日から２学期後半の始まりです。子どもたちが元気に登

校してきました。集いに参加した子どもたちからは、冬休み

でリフレッシュした様子が見られ、さらにがんばる気持ちに

なっていることが感じられました。あっという間の２学期後半

ですが、次の学年への進級に向けて、とても大切な時期と

なります。子どもたちがこれまで以上に

勉強や様々な活動に一生懸命取り組む

ように、これからも支援していきます。

＜スキー教室ボランティア再募集します＞


